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佐世保炭田におけるいわゆ愚佐愛保暦群上郡について

長　浜　　春　夫＊

　　　　　　　　　　　R6SUm6
0n　the　Upβer　P盆rt　of　t翫e　so聞called　S統se夏｝o　Grouβi遡

　　　価eSaseめoCoa1F玉e1磁，K癒sh嚢，Ja聖an

by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Haruo　Nagahama

　　　T血ewri重er，hasstPdiedthe｛・rmati・ns血der】aidthemainc・a1－bearingfor・hati・nin
the　Sasebo　coal　fie】d．　In　tracing　many　Ilewly－discOvered　key－beds　he　revised　stratigrapぬical

succession　of　the　so・ca】led　Sasebo　group，and　observed　many　interesting　facts．

　　　1）　The　writer’s　stratigraphical　subdivision　of　the　upper　part　of　tlhe　Sasebo　group

and　t五e　Nojima　group　are　showing　in　descending　order　as　follows．
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　　　丁姦e　writer　considered　from　each1廷hological　and　faunal　characters　and　volcanic　acti－

vities　that　the　adequate　boundary　of　the　Sasebo　and　the　No3ima　groups　should　be　drawn

between　the　Kase　and　Oya　formations．
　　　2）　Many　cぬaracteristic　beds　such　as　tu£f，tuff－brecc宝a　and　moIlusca－bearing　beds　are

available　as　key－bed　which　are　traced　continuous玉y’i虹the　field。

　　　3）Thethickness・feachf6rmati・n・ftheSaseb・grohpis箆・ts・variablewithin
an　area，about25km　from　Kusudomari　to　Tobishima．　Especia11y，the　thickness　in　the
formations　from　Nakazato　to　Fukui　w：hi（：h　contai皿ed　Inost　plentiful　coal　seams，is　almost

invariable．
　　　4）　空he　geologic　structure　i鍛the　field　is　comparatively　simple。

　　　Each　one　of　anticline　and　syncline　with　a　general　trend　of　nort赴east『southwest　are

、。bserved．Am・ngmanyfaultstheSasagawathrustandthepr・bablefaultb6tweenTaka一一
shima　and　Futashima　seem　to　be　Iarge　in　a　scale．　Generally’，many　faults　in　the　field

have　t五e　general　trend　of　north－south　a］a（1east－west，and　some　of　their　moven■ents　seems

to　have　cont呈nued　to　Quatemary』．

　　　5）TheSaseb・gr・uphasbeenc（）nsideredt・beOligGceneinageupt・n・w・butit
is　revised　here　as　of　Miocene　age　according　to　tlle　writer’s　paleontologicaHnvestigatiαns．

要　　旨

　1）層　　序
　佐世保炭田の第三系は下から杵島層群（芦屋層群）の上

部・佐世保層群（相浦層・中里層・柚木層・世知原層・「

福井層・加勢層。全厚約1，400m）・野島層群（大屋層・

深月層・南田平層，全厚約2，300m）および平戸層（層厚

500m＋）に分けられる。これまでの地層区分とちがう

ところは，いわゆる野島層を不整合・岩相・層相・化石

および火成活動などから，あらたに加勢層・大屋層・深

月屡・南田平層および平戸層の5層に細分したことであ

る。

　筆者の福井層は上治寅次郎の福井層と，その上位の野

　＊燃料部

島層下部の不整合面までを加えたものである。

　福井層と加勢層，加勢層と大屋層，深月層と南田平層

などは，いずれも不整合関係にある。

　佐琳保層群と野島層群との境は岩相・層相およ曙化石

の上から加勢層と大屋層の間におくべきものと考える。

　この地域においては，炭層・擬灰岩層・凝灰角礫岩層・

化石層などがきわめて良い鍵層である。

　2）地質時代
　従来佐世保層群は漸新世後期のものと考えられてレ・た

が，中里層から加勢層に至る聞から産出する化石種には

中新世中期を揖示するものが多い・

　この事実と層序学的資料とから，少なくとも中里層か

ら加勢層までの地層は中新世中期のものと考える。
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1．緒　　言

地質調査所月報（第5巻纂89号）

　筆者は昭和24年3月以来佐
1
世
保
炭 田調査に前後6回従事

し，その間特にいわゆる佐世保

層群の上部を究明するため，南

田平村海岸・平戸島・生月島・

大島・御厨海岸・志佐町・調川

町・今福町・鷹島村などを概査

し，各層を精細に追跡したとこ

ろ，とくに野島層を細分できる

ことがわかつたので，いわゆる

佐世保層群上部あ新しい層序区

分の樹立を試み，不整合を発見

し，これらを化石に基づき，佐

世保層群の地質時代の考察を試

み．たQ

　この地域を調査するにあたつ

ては，元所員竹原平一氏）名古屋

大学），安原彰一氏（鳥取大学）

および九州大学松下久道教授の

御高見をいただいた。また火成

岩については沢村孝之助技官，

動物化石の同定には大山梅芝

官・水野篤行技官および福田理

技官，植物化石の同定には棚井

敏雅技官をわずらわした。

　また現地の炭砿会社からは調

査上の便宜を与えられ，さらに

資料をいた黛きかつ種々御教示．

にあづかつた。こ玉に記して謝

意を表する。

　本報告は意に満たない点も多くあるが，各位の御批判

をいた怠いて，今後さらに調査研究Lて，不備を補つて

いき’たいと、思うo
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薄い頁岩を挾罐い灰白色の塊脈砂岩の互層

最下部は角稼凝灰岩及凝灰后等バあるがこの上位の

大部分には火山牲の堆籏物は見当5ない

深月贋 1β00±
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一干二

．窪孟二 炭質頁岩の薄層あり．

　この地域の筆者の層序区分を，松下久道および上治寅

次郎のそれと比較すると，第1表のようになる。

　こXに筆者の佐世保層群と野島層群とに対する年代的

層序区秀として北松浦統謙）という呼称を提案する。従

つて松下久道（1949）の玄海統の中の相知層群および杵島

層群に対する年代的層序区分として筆者は新しく玄海統『

を再定義する。北松浦統の冬称を提案する理由は，次項

に記述したように佐世保・野島両層群の層相および化石

から見て，これらを松下の玄海統から独立させた方がよ

いと考える・からであるQ

　書1）松下久遽（1949）の筑紫階上部に相當する。
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、佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）
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約70GMの特徴ある凝灰質砂岩
！D短0！〆プδ（豆石）炭質頁岩あることあり．

凝灰嵩角線凝灰渚毎山着質｝　小畠暗凝灰角礁樹ず

乙ノ伽戸侮おp（岳下手晒鼻）

凝灰潰．砂渚．戻岩互層

5M±熊綴凝灰岩1菊0／∫だを有する凝灰岩

θδノ極星々・梛粥（Ueii）雛制微
凝灰石頁拓砂岩互屠ゐ躍ηρroナ乙1勧、sp

1～ど材凝灰質礫渚

含か蜥4ヒ贋組鯉賭0伽∂3弾按齢5P

鞘難簿響鍵
～矯藻誕蟹塾懸贈・縣湘

大

野畠．本り一浦

西北海岸

加

歌ケ浦

　　　幅井層
焼　島

明は省略するが，特に今回新し

く鍵層として認めた柚木層中の

江里凝灰角礫岩層については，・

、その詳細を記載し福井層および

加勢層については前記両氏の区

分と差異があるので，この点に

・ついて述べる。

2．1．1江里凝灰角礫岩層
砂磐層（隔物層）　O」〃θ∂sp・’ア畑畑3喫η．εP
含炭互屠第二鱗状　　　　　　　　 一
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第2図　　長崎縣佐世保炭田佐々町・鹿町町・南田李村・李戸島地塵模式地質柱状図

　2．1　佐世保層騨（第1表参照）

　本層群は層厚1，400m余を有し，杵島層群　（芦屋層

群の上に整合（不整合の疑いもある）に重なり，野島層

群によつて不整合に蔽われて，広く分布している。層相

などから相浦・中里・柚本・世知原および福井層に分け

られる。これらの各層は層相および層厚の変化が少な

い。おもに砂岩・泥岩などの互層で，石炭層および動植

物化石を含んでいる。

　筆者の佐世保層群は松下久道の定義とは異なり1，同氏

の相浦層より野島層下部までを佐世保層群に，野島層中

上部の大半を野島層群とした。その理由は後述する。

　この報告においては，佐世保層群中の各層の定義およ

びそれらの区分は，すでに上治寅塗郎・松下久道らによ

つて発表されているものとほとんど同じであるので，説、

　模式地：　日窒鉱業江里炭砿

江里峠東方160mの新道北側

の崖○層厚：　5m±

　本層は第1図および第8図に

示すように，南は矢岳炭砿東方

から盲目原南方，江里峠西方お

よび東方，潜竜北方を経て，北

は海を隔てて鷹島・星賀に至る

まで延々30kmにおよんでい

る。本層の新鮮なものは灰色

で，風化すると茶褐色となりも

ろくなる。ほとんど安山岩質凝

灰岩からなり，石英安山岩の角

礫を含む。本層は地表ばかりで

なく，岳下炭砿その他多くの試

錐註2）の資料によつてもよく認

められ，柚木層附近の唯一の重

要な鍵層といいうる。本層は本

ケ浦凝灰岩層・歌ケ浦凝灰岩層

とともに本地域内の重要な鍵層

でおつて，野田光雄・山崎達雄の晴気凝灰岩に対比され

る。

　江里峠附近や潜竜地域には本層の直下に炭質頁岩や粗

悪炭があるが，北方の鷹島・星賀地域においては1．5～

2mの泌泥岩を挾む。

　本層の下位に「岩石二枚」と呼ばれる石炭層があるが

本層の直下の炭層を岩石二枚と称する地域（鹿町町）やこ

の炭層のさらに下位の砂岩を隔でて存在する炭層を，岩

石二枚と称する地域（矢岳炭砿）もあり，岩石二枚の層準

はまちまちであるが，筆者は後者の層準のものを岩石二

枚とした。

2．玉．2一福井層

註2）　日鐵鉱業鹿町試錐　（25号，26号，39号，40号，41号，43号）・

　　中島鉱業大志佐試錐（3号，7号，9号），騰爪1号，大浜1号・

　　江口6号，大飛島1号，2号　
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佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部についで（長浜春夫）
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佐世保淡田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）・

　砂磐層から三枚物までの約150mの地層は，上治寅

次郎によつて福井層と名づけられた。しかし炭層の対比

’は鹿町町地域と福井・志佐両地域などでは従来誤つてい

るし，かついわゆる野島層の下部に近いところに不整合

（第7図）が存在するから，筆者は従来の福井層にその上

位の野島層の下部の不整合面までを加えたものを福井層

と再定義する。鹿町町地域ではさらに上岩石炭の上位に

ある砂岩層の下底で，福井層を上部と下部とに2分でぎ

るが，志佐町附近ではその区分は明らかでない。またこ

の地域では“中山化石帯”に対比されるものは追跡さ

れるが，いわゆる“矢岳化石帯”なるものは鹿町三尺

層の上位にはないから，砂磐層の上位の“中山化石帯”

をこれと見誤るおそれがある（第3図および第5図参照）

‘‘中山化石帯”から産する化石はC6魏hJ％彫n．sp．β，

7‘Cθπ’h訪盟z”　n．sp．γ，03翻oαsp．，Osケθαgグ召zンπ6s如

YoKoYAMA，Clyol初召プのoη宛αKAMADA，Soμ舵7sp．，

7θ麗θプ％ρs乞s％α8ヒzhα卿8歪MIZUNO　（MS．）ハ4診Z召πケ才‘z　spり

β認伽％s　sp．，Coz扉o躍αコ昭々の7α卿4nαUEJI，Coプ房躍」α

h勿θ％刀語s　UEII，“Pカακαs”n．sp．などで凌〉るo

　示畠井属「F吝K（第1＾ゾ3・5図参照）

　模式地：1鹿町町日鉄鉱業西坑西方180m露頭～大

加勢バス停留所西側の露頭。層厚：　90m±

　本層は南は楠泊南方焼島・神林・大加勢・中山峠・鹿

町炭砿附近・悪太郎川附近を経て今福町まで分右する。

本層の上部に‘‘ごま”炭および上岩石炭などがあり，

上岩石炭り上位に岩石砂岩がある魁　この砂岩は下位の

泥岩を局部的に侵蝕することがあるので，この砂岩層の

下底で福井層を2分した。

　砂磐層（第4図参照）：　砂磐層は南西は名切から中山

峠・上野坑を経て北東は飛島に至るまで，25kmあま

りにわたつて連続している。その間，層厚はほとんど変

化なく，佐世保層群中に挾有される石炭層の中で最も変

化の少ない炭層で，きわめて有効な鍵層である。第4図

に示すようにこの炭層の下盤には，石英や長石粒の入つ

た特徴的な厚さ5～50cmの凝灰質中粒～粗粒砂岩註3）

、がかならず認められ，北にゆくに従い厚さを増してい

る。従来この特徴的な砂岩がかならず下盤にくるので，

この炭層は砂磐層とよばれていたが，南方の岳下・鹿町

町地域では爽みが厚いので，“へだもの”層と呼ばれ

ている。第4・5図に示すように，砂磐層註4）の上位に

は中山峠附近でみられるように玉葱状風化を呈する黒色

泥岩が載ることが多く，またこの中に団塊が含まれるこ

とが多い。またこの泥岩層中には地域によつて半淡半鰍

水棲iあるいはまた戯水榎の貝化石がみられ・地層の堆積

　註3）この砂岩は岳下炭畷や中山峠附近でば曙黒茨色をしているが・北

　　　東にゆくにしt籔・灰白色に攣り，風化すると白叙二なる。

　註4）下盤からはこれまで貝化石の報告はなかつ元が，今同Ostrea
　　　sp．や‘℃erithium”n．sp、などの鍼水棲の貝化石が試錐の

　　　コーアや露頭で採取された。　，

環境を考える上に興昧が深い。

　歌ケ浦凝次角礫岩麿（第5・8図参照）

　模式地＝　鹿町町歌ケ浦中山峠。層厚：　5m±

　本層は第1図に示すように，南は焼島から鹿町町・肥臼

前吉井駅東方前岳・志佐町上野を経て飛島にわたつて広

く分布し，砂磐層上位の最良の鍵層となつている。本層

は帯黒色ないし暗灰色を呈し，風化すると一種特有の黄

、灰色に変ずる石英安山岩質擬灰岩を主とするが，泥岩・

泓泥岩・炭質頁岩層を挾み，2層に分かれていることが

多い。本層の上位に近い湧泥岩・微細粒砂岩・中粒砂岩

中には砂管註5）があることが多い。

　上岩石炭＝この炭層は鹿町炭砿北方の大石炭砿や深

江炭砿附近でよく発達し現在稼行されているが，楠泊の

南方焼島註6）では貧化して，炭質頁岩となつている。また

北方の寺尾方面にゆくにしたがつて貧化していると推定

される。志佐地域においては，この上岩石炭に対比され

るものは，おそらく返し掘り炭註7）附近の炭層で防ろう。

　幅井層上部（第3図参照）＝模式地：　鹿町町旧三坑

西肥バス停留所船の裏から新県道峠までの露頭。層厚＝

85mゴ＝

　本層は名切東方から加勢・歌ケ浦・深江・平田山炭砿

東方を経て高岩に至る約10kmの間追跡されるが・志

佐地域では明らかでない。鹿町町地域においては，本層

は下位から岩石砂岩層・下部含炭互層・本ケ浦凝灰岩層

および上部含炭互層に4分できる。

　岩石砂岩層：模式地：平田山および深江炭砿東方

高岩め崖。層厚＝　10～40m
　本層は灰白色塊状の中粒砂岩註8）かうなり，通常30～

40mの層厚を有し，崖やケスタ地形を形成しているこ

ともある。南方名切方面に層厚を減じて約10mとなる

が，そのふけ先の試錐資料によれ屡約40mの層厚を示

しており，層厚の変化がかなりあると考えられる。

　中部含炭互層（第3図参照）：　模式地：　鹿町町前加

勢層厚：約20m
　本層は本ケ浦凝灰岩と岩石砂岩層との間に介在し泥岩

と石炭との互層である。鹿町町地域においては四寸炭・

八寸炭・ガメ炭・三枚物などを，ま準志佐地域では八寸

炭・福井一枚・八巻（五寸炭あるいは上一枚炭）ぞの他の

炭層を挾有する。従来鹿町町地域の三枚物と福井・志佐

両地域での福井一枚とが同一層準のもりとして対比され

註5）一般に維型が多く横型はきわめて少なく，その大きいものは径
　　3cm．長さ20cmに及ぶ。砂管内の砂の粒度は，母岩のそれよ
　　りもや」粗い場合が多セ㌔
註6）從來三放物が貧化し牝ものと考えられていたo
註7）　この推定は第8図に示すように，鹿町町地域め大石炭膿西方およ

　　び李田山4号試錐では，上岩石炭と“ごま炭”との問にOo剛一
　　〇嘱ω1勘θ翅魎s　UEJIが含まれ，志佐地域においても返し掘り
　　炭碓近にσ07ひ乞謁協sp．が，また禧井地域の新幅井炭膿では三枚
　　炭陥逝にσ07ひ乞o％協η疏α郷算しα？協UEJIが産出し，これらの化

　　石は同一眉準のものと考えられるからである。
註8）鏡下では，主として石英の角粒と絹雲母化した加里長石からなり
　　白雲母・ジルコン・電氣石などもまじつているが，方解石はあ藻り

　　認められない。
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佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）

この層準の上位からいわゆる野島層と

されていた。このことが誤りであるこ

とは第6・7図から朗らか註9）である。

　三枚物は北東方向に炭厚をいちじる

しく減じ，あるし匁は尖滅するが，逆に

三枚物の下位の中粒砂岩（0～20m）の

発達は次第によくなつてくる。さらに

加勢層下限の不整合による侵蝕が本ケ

浦凝灰岩層以下まで及んでいることが

あるので，鹿町町地域と志佐・福井両

地域との炭層の対比をますます困難に

おちいらせたものと思われる。福井一

枚はおそらく鹿町町地域の“がめ”

炭が発達したものと考えられるが，こ

の炭層は寺尾・志佐・今福・福井など

の地域によく発達して現在稼行されて

キ・る。

　第2表の（A）（B）（C）はいずれも露

．頭炭であるため，水分が多く発熱量の

値は小さいが，補正純炭発熱量から，

（A）は日本工業規格の石炭分類のB1

一級であり，’（B）・（C）はE級に相当す

る。三枚物は鹿町町地域では炭質も良

．好（強粘性）で，また山丈も炭丈も大き

いが，北東方向にゆくにしたがつて尖

二滅し，炭質も悪くなり（非粘結），一かつ

、、炭厚もいちじるしく減じている・この

二事実はこの地域の石炭の堆積と炭質と

の関連性になんらかの暗示を与えるも

、のと考えられる。

　本ケ浦凝友岩麿（第2・3・6・7・8

’図参照），：模式地：　鹿町町日鉄本ケ

ー浦坑から北へ500mの新バス道路の

崖。層厚＝’2～5卑

　本層は南は楠泊から本ケ浦・平田山

τ南東方を経て福井炭砿・志佐町・今福

町西方まで発達し，加勢層下限の不整

合によつて侵蝕し去られていない限り

．追跡できる。

　本層はいわゆる野島層の下底にある

、擬灰岩層で，帯晴緑灰色を呈し，風化

・すれば白色に変じ，下底に近い部分に
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佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）

は蛇の目玉のような楕円体の結核，すなわち豆石註10）を

多量に含有している。

　本層は三枚物の直上にかならず認められ，風化侵蝕に

たえ，きわめてよい鍵層となり，三枚物の露頭の追跡に

はきわめて有効であ？て，徒来蛇の目集塊岩あるいは小

蛇の目と称せられてきたo

　含炭互層（第3図および第7図参照）：　模式地：　鹿

町町前加勢，層厚：　20m士

　本層は本ケ浦凝灰岩層の上位にあつて，砂泥岩・泥岩・

凝灰岩・石炭または炭質頁岩の互層である。・本層中に含

まれる下位の炭層は八巻炭，上位のものは上八巻と称せ

られ，・これらの炭層は鹿町町地域ではよく発達する。し

かし岳下・楠泊・志佐地域では，上八巻が加勢層下限の

不整合によつて侵蝕削剰されている。また神林・御厨海

岸・松山田なΣの地域宅は，侵蝕は本ケ浦擬灰岩層以下

にまで及んでいるために，全層が欠除している・

　2．1．3加勢層（第1～3図および第8図参照）＝模式

地＝鹿町町前加勢半島，層厚：65ン》120m

　本層は岩相により下位から上位に，楠泊礫質砂岩層・

前加勢黒色頁岩層・かき砂岩層の3部層に分けられる。

　楠泊礫質砂岩層（第7図参照）：　模式地＝　小佐々村

楠泊中学校南ゆ9mの県道の崖。層厚：2～20m

　本層は南は楠泊・加勢から志佐を経て今福西方にわた

つて良く追跡される。本層は下位の福井層を不整合に蔽

い，前加勢黒色頁岩層によつて整合に蔽われている。本

層は灰白色の礫質砂岩で，風化すると帯暗縄色となる。

本層中には泥岩・緑色岩の礫や砂管を含む。

　本層は下位の福井層と不整合の関係にあつて，すでに

言及したよ勃も，ときには福井層の三枚物の直上にある

本ケ浦擬灰岩層の大半が削られ，また神林炭砿坑内にお

けるように三枚物までも削り去られている・このような

炭層の欠除についての理由はこれまで明らかでなく，炭・

砿経営に多くの支障を及ぼしていた。筆者はこの疑問を

解決するために，本層の上位の前加勢黒色頁岩層と下位

の福井層の本ケ浦凝灰岩層とを，南は楠泊から北ば今福

まで追跡した09

　その結果，本屠の基底は不整合面をなし，第7図に示

註10）径1cm　X1．5cm内外の楕円体状を示し，鐘下では多敷の方癬

　　石の微晶が密集し，同心円状構遣を示さない。この成因に關して

　　は諸読があつて，當時の雨痕であるという読もあり，また安原彰

　　一のように，炭雇1堆積亜後薯庵ガくと孚譲減4含註炎水とが反懸したとき1こ

　　発生したCO2またはH2が，氣泡となつて上位の凝茨岩中に
　　保有されて化石とねつたと読くものもある。筆者の観察によると，
　　これらの豆石は凝灰蜀鵬などの粒度の細かい脇二多く，粗粒の

　　凝灰署中にはみられない。下部に角礫質の凝灰省が存在すること

　　が多く，かならずしもその下位に石炭・炭質頁岩がなくとも存在し

　　ま牝凝灰居あるセ’は凝灰質岩が石炭の直上にあつても，かならず

　　しも豆石があるとは限らない。いずれにしても，．未だその成因に

　　禰して結論をうるに至つていなセ㌔

すよ5に下位の福井層が削られていることが明らかにな

つた。また福井層を侵蝕・削劉している度合は，御厨海

岩・松山田・前浜』梶木場附近の北部地域で最も大きく

（30m＋），楠泊・岳下・神林附近の南部地域がこれにつ

ぎ，鹿町町・平田山深江・寺尾を含む中央部では最も小

さい。

　たとえば楠泊中学校南方県道の露頭においては，本層

の上部をしめる中粒砂岩中，その下位に近いところにや

工角ばつた泥岩礫を含み，上半部には2枚の薄い礫岩層

がレyズ状に介在している。この礫岩層の礫は最大径3

cmであるが，大部分は小豆大で，細粒砂岩・泥岩・緑

色岩からなつている。緑色岩の細礫は上位にゆくにした

がい多くなり，前加勢黒色頁岩層との境界附近には，特

に多量に含まれている。また，本層の上部においては，

層理に垂直に砂管が認められる。本層は下位の福井層の

本ケ浦凝灰岩層の下部までも削翻している（20m十）。

　また御厨海岸：の露頭においては，本層の厚さは7m

強で，中粒～粗粒砂岩からなり，上部にやΣ角ばつた緑

色岩（径1～1．5㎝ユ）が多量に含有されている。こ」では

明らかに本ケ浦凝灰岩層以下め地層まで削劃されてい

て，その上に本層が堆積している。本層の最上部からは

βαZ朋郷もp．，ChJα御s　sp．，P吻γsp．などの海楼動物

化石が見出される。一方，松山田の露頭においては，本

層が下位の福井層を劫つている不整合面を明らかに観察

することがでぎ，削剥が進んだところでは本ケ浦凝灰岩

層やそれ以下の地層まそも削りさられている。本層の厚

さは約2mで，このうちには下位の本ケ浦凝灰岩層か

ら由来した多数の凝灰岩角礫（径4cm±）のほか，短径・

5cm，長径10cm内外のやx扁平な泥岩角礫が多く含

まれるが，それらは時には長径55cmに達することも

ある。さらにチャートその他の細円礫もわずかながら含

まれている。なお本層の下部には％形吻伽鷹α台p．，㌧

SP翻臨sp．などの貝化石が密集しているが，保存はよ

くない。

　前加勢黒色頁岩層（第3し図参照）模式地＝　鹿町町前

加勢バス停留所西方200mの崖，層厚：　25m＋

　本層は楠泊から前加勢・平田山深江・寺尾・志佐を経

て今福に至る間20数kmにわたつて発達し，北松地域

においてはきわめて有効な鍵層で，探炭上重要な地層で

ある。なお本層は平田山深江地域および調川東方地域に

おいては，山腹の傾斜と地層の傾斜とが，ほとんど一致

しているために広範囲に露出している。本層の下半部の

約10mは黒色頁岩からなり，風化面は玉葱状を呈す
る。本層は上位にゆく1こしたがい砂岩・頁岩の互層とな

つて砂質の度を増し，時にこの互層のなかに厚さ50～．

150cmの硬い凝灰質游泥岩（第3表）を挾むことがある。
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地質調査所月報（第5巻第8号）

霧i灘鰯．、

図版1　前加勢黒色頁省（含吻θ臨惚？閥％協剛ISHIZAKI）の露頭　撮影＝逆瀬川技官

　a　鹿町町加勢（前加勢）0頭α？π暢珈α伽賜ISHIZAKIの本炭田に1おける最初の発見地

　b　鹿町町本ケ浦束方新ノミス道路　　c　新御厨町悪太郎川西方道路　撮影：沢田技官

　　図版2　大屋雇とその』ド位の加勢屡と，の不整合闘係
A：主として凝灰岩・頁岩砂岩互屠　　B＝凝灰質礫岩（基底礫岩）　　C；塊歌砂岩

a本ケ浦坑西方海岸　　b　岳下炭砿南西方海岸（名切）
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佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）

第3表平田山四号試錐コーアの分析結果

S’o刻Ah象Mg野舞一丁圭箋

67．28 13．18 1．27 3．86 0．28

CaO
　％

1．80

Ig。10SS

　　％

11．36

　　　　　　　　　　（分析：本所化学課前田技官）

この融泥岩は特に中尾地域においてよく発達し，風化す

るど乳灰白色となり，いわゆる骨石状を呈する己なお黒色．

頁岩中には図版1c、（悪太郎川西方）にみられるように石

灰質の楕円体状の団塊が帯状に介在し，その最も大きい

ものは径35×45cmにも及んでいる。中部附近からは

有孔虫諦1）および小形二枚貝などを多産するが，Cッ6Zα一

卿卿初αを含む層準は中部の厚さ約，22mの範囲に限ら

れる。またその中部の頁岩から砂岩・頂岩の互層に移化

する層準の直下部にはPo7∫Z朋4∫α％α即hα伽J　MIZUNO

（MS．）が特に多産する。本層中のおもな化石はCyo協

擁欄∫αn∫lsHlzAKI，C．oδθsαCusHMANand：LAIMING，

C．卿o％加ASANO，伽力Joカhグ49耀4θSSPP．，・0θ吻Z枷

sp．，　Po7！」‘z％4♂α　ηo解hα卿‘z♂　］MエZUNO　　（MS．），　鰍o一

％」4sp．，z46伽sp．，Echinoidea，Astroidea，．〈砂あ伽％z♂s

sp．や魚鱗なおである。これらの化石種はおそらく半深

海の寒流系のものと思われるので，本層は寒流系の外洋

性沈積物であろうと考えられる。

　かぎ砂岩層　模式地＝’鹿町町本ケ浦坑北西方200m

海岸。層厚＝50m±

　本層は上位の大屋層によつて不整合に醸われ，下位の

前加勢黒色頁岩層より漸移する。その上部億時に多少凝

灰質の礫質（小豆大）砂岩となることもあるが，大部分は

細粒～中粒砂岩註12）で偽層に富んでいる・

　前加勢・本ケ浦・田の平地域においてみられるように

本層の下部に5’》10mの砂岩層を挾んでその上下年2

つのいわゆる“かき化石帯”がある。・特に田の平には

‘‘C67露hJz6勉”　n．sp．α，Coグ髭力」毎彫n．sp．　β，∠4％α4α7α

sp．，03吻α9グ翻吻YOK・YAMA，Os舵α。sp．，P伽一

髭o∫MAKIYAMA，（〕ツ‘」劾αノ4ρo％歪oαK：AMADA，P70∫oガh‘zoα

鰯顔〃漉（MAKIYAMA），C詔魏召sp．などのような福井層

以下に含まれる貝化石種とまつたく同様なものが多数見

缶される。これらの化石は，あたかも現在の海岸の汀線

で見られる貝類遺腹の集積を思わせるような産状を示す

が保存はあまりよくない。

　2．2．野島層舞（第1表参照）

註11）昭和24年3月，前加勢において小松彊が最初に発見したものであ

　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧

註12）この砂岩は鏡下では，主として石英と斜長石からなり，数いで絹

　　雲母fヒし牝力口里長石●黒雲母および多量の方角卑石などが認められノ

　　るo

　本層群は層厚2，000m余を有し，平戸層によつ宅不

整合に蔽われ，佐世保層群を不整合に蔽つて，下位より

大屋層・深月層・南田平層の3層に分たれる。本層群は

伊島・下枯木島・・九十九島・南田平村・御厨を経て横辺

田に至る広範囲な地域に分布する。本層群の下部は凝

灰岩・砂岩・灘泥岩などの互層と凝灰角礫岩，中部は

砂岩・游泥岩の互層，上部は湧泥岩を主とする湧泥岩・

砂岩の互層からなるQ

　筆者が松下久道の佐世保層群を佐世保層群と野島層群

等に分けた理由は，加勢層と大屋層との間に不整合面を

観察したばかりでなく，この不整合面を境にして岩相が

急変し，これより下位の地層に比べて上位の地層には火

山砕屑岩が著しく多くなづ，また層相も比較的単純な互

層に移り変つて，しかも炭層をほとんど含まない・その

上，貝化石も純淡水性のものに変る。すなわち，この不

整合面を境にして，両者の堆積環境が著・しく異なること

が認められたからである。

　2．2．1大屋層（第1図および第3図参照）模式地：

鹿町町本ケ浦坑北西方400m《・大屋部落西方300mの・

海岸。層厚：　約300m
　本層は南から北へ野島・褥崎・1大屋・御厨海岸・横辺

田高野を経て二島に至る間に分布している。

　本層は全体を通じて非常に凝灰質で，火山砕屑物・砂き

岩・泥岩などの特徴ある互層で，そのうち火山砕屑物が

最も優勢であり，下位の加勢層を不整合に覆い，上笹の

深月層に整合に覆われている。本層のほ黛中部に“たに

し”（βθ伽鰐α）の化石を多産するいわゆる“野島化石

帯”’があるが，その上位に豆石を含む厚さ3m前後の

特徴ある安山岩質凝灰岩層があつて，この下限を境界と

して大屋層は上部と下部とに2分される・

　大屋暦下部本層は厚さ90［150mを示し，主とし

て中粒および微粒砂岩・游泥岩・凝灰岩・凝灰角礫岩な

どの互層からなり，下部に2～3枚の炭質頁岩層を挾な。

大屋層上部と同様に火山砕屑物を含むヒとは特徴的であ

るが，また上限に近いとこ為に厚さ25～30mの間に数

、層の“たにし”の密集した化石層を挾むビとも1つの

特徴である。この化石帯を上治寅次郎は野島化石帯≧称

　している。r本層の下部は凝灰質礫岩写真中の（B）で，不

整合に加勢層を被覆している（図版2a・b参照）。；の凝

灰質礫岩層註13）は名切南方・本ケ浦海岸・御厨海岸を軽

て横辺田に至る間にわたつて広く分布する。特に本ケ浦

海岸（図版2a），名切西海岸（図版2玲）では下位の加勢層

の朋らかな侵蝕面上に本層が横たわつているのが観察さ

れる。大屋層下部から得られる主な化石は．Bε伽形頻

々・徽nα（UE」・）・C醐θ・ρ」s？sp・・五卿漁纏・ノ盛

　卿σ6％sJs　UEJ1，加卿餌o擁召sp。1五の掘046s吻α％σ面Ku・
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RODA，Zl勿躍046s卿αn．sp．などであるo特にβoZZ鋼y4

は密集して4～7帯に分かれて産出するが，北方の御厨

海岸方面にゆくに七た寿ミい化石帯も減少して2～3帯と

なる一Q，

　大屋暦上部　本層の厚さは約190mで，神崎鼻東方・

加勢西方を経て御厨海岸に至る間に分布している。本層

と上位の深月層との境について嫡，小島崎凝灰角礫岩層

の上面にある局部的な不整合面を以てする考えもあるが

．しかレ，その凝灰角礫岩層が著し㌧・火山活動を示してお

り，以下の岩相とことなる、点，および大屋層最上部に不

整合の存在する疑い註14）の生じたことの2点から，筆者

はその境を同凝灰角礫岩の下位！ことつた。本層は凝灰

岩・細粒砂岩』’游泥岩などの互層からなり，石炭層を挟

むことなく，・また現在までは化石は発見されていない。

本層が大屋層下部と著しく相違する点は，βθn躍卿な

どの貝化石をまつたく含まないことである。

　2。2．2深月層（第1～3図および第8図参照）模式地：

未橘南方（水準点より350n五）から蛇焼山西方1，400m

の海岸。層厚＝　1，300m±

　本層は大屋層を整合に蔽い，南田平層によつて不整合、

に蔽われている。伊島・下枯木島・大島g深月を経て御

厨海岸に及んで分布する。1厚さ10数mの灰白色細粒～

中粒砂岩と数mの泥岩との互層からなる。

　最下位にある小島崎凝灰角礫岩層註15）は，層厚20～

50mを有し，帯暗緑色の安山岩質角礫凝灰岩および安

山岩質凝灰岩で，一般に下部は集塊岩状をなし角礫が多

く含まれるが，上位にゆくにしたがい礫は小さくなる。

また泥岩層を挾タ，・珪化木が含まれている。この凝灰角

礫岩は神崎鼻から黒崎・未橘を経て御厨町に至る間に連

続発達するが，北方にゆくに従つて層厚が薄くなる傾向

がある。

　本層の下限から上約160m附近には炭質頁岩層があ
り，この炭質頁岩層匠とも に厚さ約70cmの特徴ある

凝灰質砂岩層があり，よい鍵層となつているが，これは

・神林海岸から餅崎まで追跡できる6

　黒崎海岸附近や御厨海岸などにおいては，上記と同層

準にB観㈱翅sp．などを産する化石層が認められる・

』黒崎においてはβθll召郷yαsp．，五佛勿0♂躍αSPP。｝C％一

％εoρ観SSP．，Cozわ∫伽如sp．などの貝化石がみられるが

それらのうちB8〃躍招sp．は大屋層下部のものに比べ

るとやX大型で，その形も異なるもののように見受けら

れるし，また楕円形の団球のなかに加卿70翻αなどと

ともに産出する。

　本層は蛇焼山海岸附近では多数の玄武岩や変朽安山岩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤなどの岩脈によつて貫ぬかれ，蛇焼山西方海岸附近では

幅約30mの閃緑玲岩の岩脈によつて貫ぬかれている。

これに似た閃緑紛岩が伊島・下枯木島・上枯木島にも岩』

床状に分布している。

　2．2．3南田平層模式地：蛇焼山西方1，400m～、

青砂崎南方1，100mの間の海岸。層厚：　約750m’

　本層は南田平村大塔附近のみに分布し，上位の平戸層

とは不整合（？），下位の深月層とは明らかな不整合の関

係をもつて接している亀岩相は細粒～中粒砂岩の薄層を

挾む青緑色の泥岩を主とし，濡れている時の色は鮮かな

淡青緑色を示す。その泥岩中には石灰質の団塊を含有

し，下限に近い部分には層厚1【ぞmの灰色凝灰岩層を

挾んでいる。

　本層の下限から上方約200m璽ところ解厚さ約1“『m

の粗悪炭層があり，また，下限から約650mのところ

には厚さ約16cmの炭層註13）がある。本層の中部から

Radiolariaが産出じた。なお本層中の石灰質団塊（3

’個）の分析結果は第4表のようである。

第　　4　　表

N・I　Fe％

1
2
3

2．60

24．10

3．21

lA12・3％

7．33

9．95

4。22

l　Mg・％

1．24

1．76

0．86

l　Ca・％

註13）この礫岩暦の厚さは2～5mで，樫4～5cmの安山岩（亜角礫）
　　礫（饗質角閃石安由岩および鍵質安山岩）を主とし，砂岩や泥岩な

　　どの礫も含む。
註14）安原彰一はれ醐下備鰍二藏・て大屋雇の最緬に轍・一

　　嬢ασαの穿孔した痕跡があるというが，これが生じ牝時期が現世

　　であるカ・，大屋雇が堆積後陸化した際のものカ・明らカ・で熔いので

　　’決定的なことはセ、えなセ、o

註15）模式地：鹿町町本ケ浦坑西方1，100mの4・島崎南東海岸

採取地：

28．55

7．78

41．14

南田平村大塔海岸
　（本所化学課前田技官分析）

　2忍　平戸麿
　本層は南田平村青砂崎海岸・平戸島および隼月島に分

布し，ほとんど玄武岩および安山岩に蔽われているので，』

いまだその層序も明らかでなく，したがつてその層厚も

確められていない。また本層は構造・岩相などから考え

ると，．下位の野島層群とは不整合関係にあり，おそらく

鮮新世のものではなかろうか。

　本層嫡風化面においては岩質きわめて軟弱，凝結不至

分で指で掴み出しうるし，また鎚で掻き落しうる程度の

ものが多い。主として灰白色の花崩質砂岩・泓泥岩・礫

質砂岩・，流紋岩質凝灰岩・安山岩質凝灰角礫岩（下中野）

などからなっている。青砂崎南西海岸や平戸白浜海岸で

註16）純炭発熱量は7，500Ca1で錫粘結性を示し，硫黄分が著しく多
　　いことが（5～11％）特徴である。　しカ’し，炭雇が薄く，カ、つ玄武岩

　　の岩脈によつて貫ぬガれているので稼行贋値は少ないo
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佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）

第　　5　表

採取場所

青　砂　崎

白 浜

水　分

　％

9．44

3．51

灰　分

　％

5．29

7。74

揮発分

　％

38．38

49。23

固定炭素

　　％

46．89

39．52

発熱量

　ca1

6，193

5，470

硫　黄

　％

0．31

0．45

純炭に対する

固豫鋼

54．99

44．48

発熱量

　cal
7，262

6，195’

灰の色

濃　茶

鮮　褐

粘結性

非粘結

非粘結

（本所化学課永田・池田技官分析）

は，砂岩中に飛炭が多数入つていることはすでに発表し

たとおりであるQ

．青砂崎と平戸白浜における飛炭の分析結果は第5表に

示す通りである。生向の西海岸特に青砂崎附近に発達す

る軟くてもろい砂岩は，かつては大規模に採掘されて，

鋳物工業用として，近くは長崎造船所に，遠くは朝鮮ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤでも送られた。しかし，現在でほその採掘は活況を呈し

ていないQ

　本層は千里ケ浜や青砂崎・国平南方海岸などで玄武岩

の岩脈によつて，また下中野南西方では石英安山岩に貫

ぬかれている。下中野の本層から・P枷プsp．α，P捌吻8

s9．などの動物化石を産するほか，植物化石としては

S‘zあ多sp．，7「％81α多麓sp．，Cσ刀％‘z饅zo仰z％郷sp．，五勿％」4‘z％zδαグ

fr．∫o朋os伽αHANCE，∠46研sp．などを産出するQ
c
　2．4第四紀属
　本層は玄武岩・安山岩・凝灰岩質泥岩・砂岩および亜

炭層などからなつているが，これらの相互関係は明らか

1でなく，第2図に示すように一応考えたが，なお硯究の

余地がある。少なくと、も大築洋之助が第三紀新層のもの

、と考えた平戸白浜海岸に露出する，厚さ約5mの巨礫

岩層謙7）は，礫の岩種などから考えて第四紀のものとし

た方がよめであろう。本礫岩層は玄武岩の溶岩によつて

蔽われているQ　　　　　　　　　　　　「

　また平戸島田助の含亜炭層は安山岩質集塊岩層の上位

にあり，玄武岩に蔽われている。

　この亜炭層は1層で，その山丈1．1m，炭丈0．75mを

示し，局部的に発達したきわめて時代の新しい炭化の進

んでいな恥木質亜炭および炭質亜炭である。南田平下寺

　（神社裏の水田）の小区域にある灰白色の珪藻土中には

惚Jo∬」廻sp．，CoεoJκ04Jso欝sp．などが産出し，さら

に下位には炭化度のきわめて低い木質亜炭が産出したと

のことである。この亜炭層は玄武岩との関係などから判

断すると，おそらく田助の亜炭層よりも上位のものと考

えられる。

3．火　成　岩

　この地域には第1図に示すように撒麓石玄武岩および

安山岩が広範囲に第三系を蔽い，玄武岩・変朽安山岩・

石英安山岩・閃緑班岩などがこれを貫ぬいている。安山

岩は平戸や大島にみられるように鞭石玄武岩の熔岩に

覆われている。これらについ七は沢村孝之助らにょる佐

世保図幅が発表されるから省略することにするが，注目

すべきことは深月層上部を貫ぬく閃緑玲岩（蛇焼山西方

海岸）註18）があることである。このことは中新世後期

（？）以後に半深成岩の活動があつたことを示すものであ

る。また平田山炭砿附近では，安山岩の岩床が三枚物お

よびその下位の炭層に局部的に熱変質を与えておること

が認められた。この岩床は鹿町町日鉄旧三坑附近では大

屋層中にあつて，土肥の浦東方の小学校附近においては

加勢層中に，平田山坑内では福井層の三枚物炭附近に，

中尾附近においては．“ガメ”炭附近に昂るQこ栖ら

の事実から推察すると，安山岩の岩床は南方から北方へ

非常にゆるい傾斜で，加勢層および福井層をそれぞれ切

つているもめと考えられる。平田山附近においては岩床

は1枚で，断層によつて切られている乙とから，この安F

山岩の岩床の噴出時期はこの断層の生成以前と考えられ

る。また，平戸層を貫ぬく玄武岩はあるが，変朽安山岩は

見当らないから，後者はおそらく平戸層堆積前に噴出し

たものであろう。

4．地質構造

註17）下位の玄武岩の亜円礫（最大1m）が大部分をしめ，安山岩礫や

　　第三紀履力・ら由來したと考えちれる砂岩・泥岩などの礫はきわめ

　　て少ない。

　第1図に示すように，本地域のおもな摺曲構造は，西

方から東方に衝動する佐々川断層（中央部で750mの落

差を示す）附近を通る背斜構造と，平戸島附近を通る向

斜構造註19）とがあり，その軸方向はいずれもNE－SW

瓢18）本岩は深月雇を貫ぬく幅約30mの岩脈献をなし，肉瞳的には母

　　岩の砂岩に封して接鰯面力’ら30cm程度の範園内で墜質をあた

　　え，これを古生雇のように硬化させている。本岩を鏡下に槍すれ

　　ば，斜長石と角閃石は斑晶状を塗すのがあり，その間を粗粒の斜

　　長石・石英・普通輝石・陽色角閃石・碓鐵鉱などが埋める。また，角

　　閃石の一部は線泥石・方解石・鐵鉱などに攣質してψる。斜浸石は

　　累帯構造や双晶構造がよく駿蓬している。
註19）地質構造から考察すると，生月島の地膠が李戸雇であり南東に傾

　　斜し，齢郵島渚岐淋び五島列島などの地履は野島雇群以下
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　第6表化　 ’石　　¶表

，＼

種

＼
、
　
　 産

　　．＼
名

出

　　層、
＼
　 準

　＼　　　＼
磁如7zσi〆毎sp。

βθ伽％夕召たOSαS翻α（UEJI）

T％ググ蕨3”αたσグ切s％6多¢sづs　NAGAO

Sε1％Js毎！oosメ）づグαsp．

Cθγ露〃」46‘～sp．

Po∫召雁4θ51sp．

『Vi初解伽伽癩（YOKOYAMA）

肌　sp．
‘‘Cθ7露h歪z‘吻　”％α8…召hθ郷‘zJ「MIZUNO（MS．）

‘‘C。，，n．sp．

C．　？sp．

．B観〃α吻撤θhα吻MIZUNO（MS．）

E躍o伽郷sp．’

C吻ク卿顔sp．
Ez6sカ〃召cfr。gsh砂α8nsJs　NAGAO　．

Ooθ刀oδ鯉2sp．　

　メAthleta　japonica：N’．
cfr。G認θ046α召ρ如TEGI、A』ND

P力」あ刀θsp．　

五）θη如」σ毎盟zαsh砂αonsJs　NAGAO

Dlsp．，

漏z‘o勿」αhJ言6η6勿sJs　NAGAO

／V．sp．

ノ10πα召sh砂α6勿sづs　NAGAO　　、

且．nagaoi1距名UNO　（MS．）

Sαoo6〃α％召9召hα郷漉M】［ZUNO　（MS．）

SαooθJJ召08iOω朗　（OTUKA）　（MS．）

yoZ伽」側伽6耽YOKOYAMA’
Poグπαηづ彪．πθ8乞～h‘溺zαJ　MエZUNO　（MS．）

P．ω召如s切々∫shづ盟zα％αMIZUNO　（：MS．）

∫孔　s6θカhoJ4召s　（NAGAO）

且グ6α　？　sp．

且％α4σγαsp．

OJ二yoツ卿67Js　6おsh鋸θ多zs才s　MAKIYAMA

O．召Z渉0％粥み0％α彪NAGAO

G．cまr。耀≠s淵o吻癬sNOM．andHA雪．
0．sp．

S6力渉が6グsp．

“P70ρ6α灘∬蜘¢”sp．

ChZ燗鰯h膨鄭NAGA・
C。s4た露oθ勿sづs　NAGAO

C．sp．

03ケ即9グ磁漉s’αYOKOYAMA

杵

島

層

A1

A

A

A
A

？

A
A

A

畑
津
砂
岩
層

B

畑
津
頁
岩
層

C

C

C

C

C
C

C

相

浦

層

D

D××

D×x

D×x
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佐世保炭田におけるいわゆる佐世保層群上部について　（長浜春夫）
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である。また矢岳炭砿附近を中心として，福井層から深

・月層までの各層が西方に凸面を向けて半円状に分布し，

かつ断層もこの中心から放射状に走つている。一方，伊

　　の雇準といわれていること鷺どによつて，李戸島北西方の海底下

　　には野島雇群以下の地暦の存在の可能性も考えられるカ’ら今後生

　　月島・李戸島をはやめこれらの諸島などの廣範園な地質調査を行

　　い綜合判断することは今後必要であろう。
註20）泉質は（弱）食璽含有アルカリ泉である。湧水量：16立方呪／分

　　分析表　　　　　　　輩位mgノ乙

　pH　　T．S．M．　HCO3－　　free　CO2　Cl－　　SO4一一
　7．9　　　　765．4　　　　512．6　　　　　　0．O　　　　I75．9　　　　　8。2

　Ca＋＋Mg＋＋A1＋＋＋Fe＋＋＋SiO2Na＋K＋
　、6．3　　1．6　　0．O　　tr．　22。7311・713・6

島・†枯木島・蛇焼山西方に分布する閃緑玲岩の岩床あ

るいは岩脈も深月層中に同様に半円状をなして分布す

る。

放射状に走る断層の中心点に位置する岳下炭砿の埋炭

1号試錐を掘墾中，磐砥山層の下位17．5m附近から温

泉註20）（39．5・C）が湧出したこどから考えて，従来炭砿職

員や竹原平一らの抱いてきたよう忙，矢岳炭砿附近に火

成岩が，地下比較的浅所に存在するのではなかろうかと

いう考えが，多少なりとも裏づけられるのではなかろう

かo
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佐世保炭田におけるいわゆ為佐世保層群上部について　（長浜春夫）

　本地域にはこの他多数の断層が発達している。これら

についての説明は省略するが，た黛1つ飛島西方の二島

と鷹島との蘭に推測されるものについて言及したい。す

なわち二島の地質は大屋層の一部と考えられ1鷹島の鱗

崎附近の凝灰角礫岩層は江里凝灰角礫岩層に対比される

ので，両者間には大断層が存在するものと考えられる・

なお断層運動の時期については，富田達がすでに強調し

たように，第四紀に至つてもなお引続ぎ行われていたと

考えられる事実註21）がある。

5．地質時代（第2・3図および第6表参照）

　いわゆる佐世保層群の地質時代は，松本彦七郎・徳永

重康・松下久道らによつて漸新世後期とされていたが，

筆者は第6表に示す化石群およびその他の層序学的資料

から判断して，第2図に示すように中新世中期前期と考

えている。第6表の化石群から考えられることは，．

　1）杵島層群（芦屋層群）から産する化石動物群は，い

ずれも古第三紀型のものであり，いわゆる芦屋動物群を

ので，地質学的にはあまり大きな意義をもつていないと

考えられる。むしろ，佐世保層群と野島層群とは加勢層

上限の不整合を境にして岩相が急変し，しかも化石動物

群も純餓水性から純淡水性に変るので，加勢層の上限を

境としてこれら両層群を分けることが要当であろう。

6．そ　の他

　6．1　青島・伊豆島・魚固島および黒島の第置系

　これらの島々の第三系の層準については，これを決定

するにたる適当な鍵層がないので，未だ明らかでないが

岩相その他から考えて，青島と伊豆島のものは野島層群

に属し，魚固島と黒島のものは佐世保層群に属すると、思

われる。

　なお黒島の中央海岸に露出する厚さ15cmの炭層（粉

炭）の分析結果は第7表に示すとおりである。この石炭

の補正純炭発熱量は8，900Calで，日本工業規格炭量計

算基準による石炭分類のB1級に該当し，佐世保層群中

のものによく似ている。

第7表　黒島産石炭分獅表

水分
　％

1．94

灰分
　％

34．20

揮発分

　％

17．20

固定炭素
　　％

46。66

発熱量

　Cal

5，460

硫黄
　％

0．64

純炭に対する

固定炭素

　　％

73。07

発熱量1

　Ca1

8，550，

灰の色 粘縛性

灰褐 粘結

註：　粘結性は疑似粘結の類で，．光沢性のあるものではない。表面は杢ろい。

艇威するものである。特に最上部の畑津頁岩層（古川層）

のものは北海道中央部の幌内層のものとの類似性を示し

FているQ

　2）相浦層より産する化石動物群は，古第三紀型と新

第三紀型のものとが混在する。

　3）　中里層より加勢層までに産する動物化石は，ほと

んど新第三紀型のものばかりである。

　4）大屋層・深月層からの化石動物群は，それ以下の

地層のものとは急に異なつて純淡水性のものばかりであ

るo

　以上の各層に含まれる化石動物群の差異と，地質学的

な諸条件（不整合？岩相・層相・火成活動など）とから考

えて，いわゆる佐世保層群の上限は加勢層までとし，そ

れより上位，、すなわち大屋層から南田平層までを一括し

て野島層群とした。福井層と加勢層との間に認められる

不整合は，両層からの化石動物群にはほとんど差がない

註21）佐世保北東方の折橋から田代南方を通る断雇が，第三系を蔽つて

　　いる第四紀玄武岩を明らカ・に切り，玄武岩の基底面が西側で約100

　m落ちていることが醐孝：之助によつて確認されているoまた
　　鷹島では玄武岩を切る断暦がみちれる。

　6．2　環暦の変化

　従来炭層の発達は北東にゆくにしたがつて貧化すると

いわれていたが，これとは逆の場合もあるので，各炭層

のおもなものについて述べてみたい0

　1）・大瀬五尺層は一般に北東方向に発達が悪くなる傾

向があるが・大鶴までは採掘可能の炭丈が持続す嶺

　2）鹿町三尺層（松浦三尺層）は鹿町町・松浦炭砿地域

ではその発達状況は良好であるが，深け先に薄くなる傾

向があり，また北東方の志佐地域では炭質頁岩ないし粗．

悪炭に貧化し，’その厚さも10数cmにすぎない。

　3）砂磐層は岳下地域では貧弱で，北東方にゆくにし

たがいよ、く発達するが，佐世保層群中最も厚さの変化の

少ない，連続性のある炭層であることはすでに言及した

とおりである。

　4）上岩石炭の発達は南方岳下と北方寺尾の両端地域．

では悪く，中央部の鹿町町大石炭砿や深江炭砿附近では

よい0

5）　福井一枚炭は北束方に発達がよく，南西方には悪

いo

1
』
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第8表

地質調査所月報（第5巻

　　　　　　　　　　　　　’○

化石帯（層）対比表　△

第8号）

半淡纈纏の蜆貝化石と痴嘆則ヒ石
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　　＼＿？、＿

野　　南
　　　田
　　　平
　　　層島

　　　深
　　　月
層　　層

　　　大
群　　屋
　　～昼～

　　　加
　　　勢
　　＿屡頴
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世
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　　　層
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　　　中
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　　　層
群
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島

層

群

ハ芦
屋
層
群
）

相
知
層
群

　相
　浦
層

一？一一

畑頁
　岩
一津層一

畑砂
岩
洋屠
行砂
合岩
野層

佐砂
　岩
里層

　杵
　島
層
＿？

芳
　谷
　層

上治寅次郎（1938）

○野島化石輪

今かきイ晦

ムO　中山化石帯

○

　　5

世知原化石帯

△　？池野化石帯
△　蛤・かき
　Brachyodus

○　大瀬化石帯

△一真申化石帯

松下久道（1949）

○野島化石帯

△　矢岳化石帯

Brachyodus

△真申化石帯

芦屋化石帯

長浜 春夫（1954）

△　下中野

△　　　Radiolaria △

○　黒　　崎

○、野島化石層

△・

△∴加勢化石層
△

一　三枚物
一　福井一枚炭
δ一上獅炭

一　ゴマ炭
△
△○中山化石層

△砂磐層
O　世知原化石屠

△
△

鹿町三尺層（松浦三尺層）

Brachy。du“

一柚木三枚層
△
△

O
△
○

大瀬五尺層
真申化石層

新田五尺層

△
△
△．●． 多々良化石層

△．ひ．

△
黒石化石層

』△

△

△．’．有田化石層

△
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佐世保炭田kおけるいわゆる佐世保層群上部について （長浜春夫）

　6）三枚物は前述したように北東方に貧化する。

　6．3　化石帯の対比

　第8表の化石帯（層）対比表は，上治寅次郎・松下久道

および筆者による化石帯（層）を対比したものである。

7．結　　論

　　こXに，筆者の調査によつて明らかになつた多くの事

　実を要約し，また将来に残された2，3の問題を指摘して

　おく。

　　1）いわゆる野島層は稼行炭層がないために，層序学

　的な調査および研究がおくれていた・今回筆者はこれを

　不整合・岩相・層相・化石および火成活動などによつて

　下位から加勢層・大屋層・深月層・南田平層・平戸層に

　新しく細分した。そして佐世保層群の上限は岩相と化石

　の上から加勢層の上限までとしデその上位，すなわち大

・屋層から南田平層までを野島層群とするのが愛当と考え　F

　ている。

　　2）　この地域においては，炭層・凝灰岩層・凝灰角礫

、岩層や化石帯などはきわめて連続性に富み，鍵層として

　有効である。

　　3）P前加勢黒色頁岩層はCy6」翻雁nαピ雌♂ISHエZAKI

　を含み，層厚25m前後の変化の少ない鍵層で，20数km

　にわたつて追跡できる。

　一4）佐世保層群の各層の厚さは25数kmにわたつて

　、あまり変化なく連続L，特に稼行炭層を最も多数挾有す

　る中里層から福井層までの層厚は全体的に横の変化が少

　ない。

　　5）佐世保層群の炭層は鹸水性の地層と半淡半餓水性

　の地層とが移り変るところにある場合が比較的多く，新

　田五尺層・大瀬五尺層・鹿町三尺層・砂磐層およびゴマ

　炭などはこれにあたるものであるo　Fしたがつて，この地

　域における炭層は，基盤が上昇と下降（小規模な海侵・海

　退）とをくり返すような堆積環境のもとに生成されたも、

　のであろう。

　　6）火山砕屑物は，北東方向の御厨・志佐地域にゆく

　にしたがつてその量を減じ，かつ微量となる傾向がある。

　すなわち，岳下・鹿町町地域では御厨・志佐地域に比べ

　て火山砕屑物が著しく発達し，その層厚も厚く，角礫も

　大きい・したがつて福井層・大屋層および深月層の堆積

　1時における火山活動の中心は，この地域の南西方向にあ

　つたものと考えられる。

　　7）従来佐世保層群は漸新世後期のものと考えられて

　いたが，中里層から加勢層に至る間から産出する化石種

　には，中新世中期を指示する、ものが多い・この事実と層

　序学的資料とから，筆者は佐世保層群の相浦層を中新世

前期，中里層から加勢層までを中新世中期，大屋層から

南田平層までの野島層群を中新世後期？と考えている。

しかL，今後さらに多くの動植物化石を採集して，検討

を加えることが望ましい。

　8）本地域内の摺曲構造は，佐々川附近を通るNE－

SW方向の背斜と，平戸島附近を通る同方向の向斜とが

そのおもなるものである。またおもなる夫断層として

は，佐々川衝動断層と鷹島ど二島の間を通る推定断層な

どがあげられる。断層には一般に南北性と東西性のもの

が多く，その活動時期は引き続き第四紀までも及んだも

のもある。

　9）現在鷹島・福島初崎・飛島附近の炭砿における最

大関心事は，初崎のいわゆる砂磐層の層準が，福井層の

ものであるか，1あるいは柚木層のものであるかという』こ

とである。

　これは第4図および第5図に示すように，福井層の砂

磐層に非常によく似ているので，筆者はむしろ福井層の

ものではないかと考えている○しかし，このように考え

・ると初崎の東側に非常に大きな断層を想定せねばならぬ

ので，これは佐々川断層の北方延長の行先とともに今後

に残された問題の1つである。

．10）本調査地域内はほとんど各地で稼行されており，

広い未開発地域を新たに見出すことができないにしても

下記の3地域は今後期待しうるであろう。

　イ）中尾ず新御厨町間の玄武岩下g広大な地域は最も

有望で，早急に上記両地域間の適当な箇所に試錐を行つ

て，伏在炭層を確認する必要がある。

　ロ）田平東方地域にも比鮫的浅処に，福井一枚および

それ以下の炭層が伏在すると考．えられるから， こ」にも

試錐を施行する必要があろう。

　ハ）前浜北方の海底下においても砂磐層の存在が推定

されるので，今後海底調査を進める必要があろう。
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2）大築洋之助＝

3）徳永重康：

4）長尾巧：
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